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A．研究目的 
近年、抗 HIV 薬および抗 HCV 薬の進歩に

より血液製剤による HIV/HCV 重複感染患

者の生命予後は改善し⾧期生存が可能な時

代となった。一方、HCV 排除後も肝線維

化・肝機能異常が遷延・進行する症例、肝

癌が発生する症例が報告されている。HIV

感染に関しても免疫機能改善後も非エイズ

関連腫瘍の発生やその他の合併疾患により

外科手術が必要な症例が今後増えてくる可

能性がある。実際、血液凝固異常症全国調

査報告書では HIV 陽性血友病患者において

毎年肝臓関連死が報告されている。 

本研究全体の R6 年度の目標は 

1) 重複感染者（血友病）における悪性腫瘍

等に対する外科診療ガイドの実効性研

究(令和 6-8 年) 

2) HIV/HCV 重複感染患者における HCV

治癒後の肝機能経過に関する全国調査

（令和 6 年） 

3) エイズ診療拠点病院との連携(オンライ

ン診察、面談の施行・実証研究) （令和

6-8 年） 

4) 重複感染者の肝機能検査データの蓄積

と解析（令和 6-8 年） 

九州医療センター免疫感染症内科としては、

1) 重複感染者における手術症例の pick up

およびデータの提供、2), 4) HIV/HCV 重複

感染患者における肝機能データの評価、3）

⾧崎大学で行われている肝重点検査の推進、

が主な目的となる。 

 
B．研究方法 
 当院通院中の研究対象者(HIV/HCV 重複
感染者) の診療録より臨床データを抽出し
収集する。具体的には、HCV 治療の内容、
SVR 達成時期、治療前肝機能、治療後肝機
能、発癌の有無および時期、肝癌発症例では
治療方法および再発の有無、予後について
調査票に記入し代表施設である⾧崎大学医
歯薬学総合研究科 移植・消化器外科に情
報を提供する。 
外科症例に関しては、過去 10 年の診療録よ
り 外 科 手 術 が 行 わ れ た 研 究 対 象 者
(HIV/HCV 重複感染者)を pick up する。 
（倫理面への配慮） 
 本研究においては患者人権とくにプライ
バシーの保護は重要であり，特に配慮を行
なった。「HIV/HCV 重複感染患者における
HCV 治癒後の肝機能経過に関する全国調査」
に関しては九州医療センター倫理審査委員
会からも研究実施許可が出ている（22OR-
24） 

研究要旨 本研究班全体の目的は、前指定研究班で作成した「診療ガイド」を用いて標準

的な外科治療を施行の可能性を検討することである。当院における手術適例で「診療ガイ

ド」を用いた手術の施行を検討し、その手術成績をデータ化し NCD データと比較すること

により評価する。 

 当院での胸腹部外科領域の手術例は、過去 10 年で２例と少数であった。患者の高齢化に伴
い、今後手術症例が増えていく可能性がある。当院外科と連携し手術症例に関してはデータ
提示が可能になるよう、倫理審査申請等の準備を進めていく予定である。 
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C．研究結果 
1) 2015 年 ~2024 年 に お け る 当 院 で の
HIV/HCV 重複感染者の手術症例は 14 例。
整形外科 10 例、消化器外科 2 例、耳鼻科 1
例、眼科 1 例であった。消化器外科の 2 例
はともに胆石性胆嚢炎に対する腹腔鏡下胆
嚢摘出術であった。 
2) 4) HIV/HCV 重複感染者で抗 HCV 治療
終了後経過を終えた症例は 11 例。血液製剤
由来 8 例、それ以外 3 例。抗 HCV 治療終了
後前例が SVR を達成していた。11 例中肝硬
変例は１例で SVR 達成 1 年後に静脈瘤 F1
→F0 と改善していた。全例で十分な評価が
出来ている訳ではないが、評価範囲内では
その他の症例において肝機能低下、門脈圧
の亢進を呈した例は無かった。肝癌の発生
も認められなかった。 
3) ⾧崎大学で行われている肝重点検査の
受診者は、現在２名。2024 年の受診者は１
名だった。 
 
D．考察 
 当院の HIV/HCV 重複感染者において観
察期間内に肝線維化の進行例、肝臓癌発症
例は認められなかった。今後も経過を見て
いく必要がある。 
胸腹部外科領域の手術例に関しては、過去
10 年で２例と少数であった。患者の高齢化
に伴い、今後手術症例が増えていく可能性
がある。当院外科と連携し手術症例に関し
てはデータ提示が可能になるよう、倫理審
査申請等の準備を進めていく予定である。 
 
E．結論 
 HIV/HCV 重複感染者の手術例は、現在の
ところ少数であるが、今後手術症例に関し
てはデータ提示が可能になるよう、準備を
進めていく予定である。 
 
F．健康危険情報 
 なし 
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H．知的財産権の出願・登録状況（予定を含
む。） 
 １．特許取得 

 無 
 ２．実用新案登録 
   無 
 ３．その他 
   特記事項なし 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


